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海外リポート                                   

香港 ITU Telecom Asia 2003 取材 

CNA Report 編集

長橋本啓介 

2002 年 12 月 2 日か

ら 7 日まで香港で開催

さ れ た ITU Telecom 

Asia に参加してきた。Ｉ

ＴＵ Ｔｅｌｅｃｏｍ Ａｓｉａ

は国際電気通信連合

のイベントで、香港で

は２年に一回、ジュネーブでは４年に一度の間隔で開催されてい

る電気通信、ＩＴ関係の展示会。日本関係のブースには今回の取

材では、テレビ会議などに関係したところは特になかったので回っ

ていないが、目に留まったところでは、ＮＴＴドコモが２０１ｘ年の将

来のモバイル環境を描いた映画の放映や結構ステージも華やか

にやっていたのを記憶している。華やかさでいけば、韓国のサム

サン電子も、３人の女性の音楽の演奏などがあって衆目を集めて

いた。 

いずれにしても、今回の目的は中国市場。コンファレンス（テレ

ビ会議・電話会議・データ会議）市場が中国を中心にどのようにな

っているのか、また、どのようなマーケットプレーヤがいて、どのよ

うな製品が売られているのか、といったところを調べるために今回

香港へ渡航した。 
 

中国でコンファレンスと言えば、それは、「ＩＰテレビ会議」を意味す

る 

  結論から言うと、一般的にテレビ会議、電話会議、データ会議

の総称として使われている単語である、“コンファレンス”は中国で

は、“ＩＰテレビ会議”を指すようだ。 

中国では、電話会議やデータ会議というよりも、顔を見ながら話

をするテレビ会議に対する関心が高い。中国ではＩＰが非常に早

い勢いで広がっているというのはよく聞く話だが、広大な国土も相

まって、また急激な経済発展も加わってＩＰテレビ会議が、非常に 
 

 
 

人気が出てきているという印象をもった。 

  また、ある欧米人が言っていたが、中国でＩＰの話をしないと誰

も相手にしてくれないそうだ。ただ、人気がある関心が高まってい

るといっても、すでにアメリカなど進んだところの使い方ではなく、

単にシンプルに相手の顔をみるだけでユーザーは満足しているよ

うだ。つまり、さまざまな機能が付いたテレビ会議よりも、一言でい

えばエントリータイプのテレビ会議に、価格も安いということもあっ

て人気があるようだ。 

  さらに、電話会議については、ほとんど中国人の口からは聞

かれなかった。香港やシンガポール、オーストラリアなどは電話会

議ではアジアの中では先進的な市場だが、こと中国本土に限って

みれば、電話会議に対する関心は私が今回訪問した限りだと、今

のところほとんどないような感じがしたし、それは、展示場を見て

も、ＩＰテレビ会議のソリューションを出すところは結構あったが、

電話会議ソリューションを出しているところは皆無に等しかった。 
 

中国テレビ会議市場：3500 台市場、ポリコム 30％、中国の華為

科技 20％、中国の追い上げ強し 
 

特に数百万円相当のテレビ会議を何台も導入するのは、ある

中国人によると、「中国の一般的な企業ではまだまだ高嶺の花。」

だが、中国市場では、ポリコムが３割市場を押さえているのでは

ないかとの見方を示していた。その二番手は、20％の中国の華為

科技有限公司（Huawei）になる。（華為科技については後説）今

後低価格志向が強い中国では当面高めの外国メーカーよりは、

廉価な価格で勝負している中国メーカーに需要がながれるので

はないかとの見方もあるようだ。ある欧米メーカーに勤務する香

港人（中国人には間違いないがここでは分けて考える）によると、

「中国大陸の人間達は、高機能を求めるよりも、とりあえず基本的

なことが廉価にできればいいというふうに考えている人が結構い

るので、大きな中国企業でも廉価なソリューションを求めがち、入

札では勝負にならないことも結構ある。」「まだまだ、市場が初期

段階で出来つつある状況なので、これからが勝負。」「大変厳しい

市場だがやりがいはある。」 

中国では、電気通信事業者が、多地点接続サービスを提供し
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ているが、ＩＰテレビ会議向けしかないような印象だった。ある電気

通信事業者のブースにいって、聞いてもＩＰテレビ会議の多地点接

続しかやっていないという返答で、オプション的に多画面分割が

あるという感じだった。サービスボリュームについてある中国人に

聞いたところ、「まだまだボリューム的には少ない」そうだ。 
 

リスクは高いが、いずれにしても中国のコンファレンス市場は今

後面白くなる 
 

  私が話した中国でビジネスを行なう欧米人や香港人に聞いた

話を総合すると、中国市場は模倣されるリスクがあり怖いところも

あるが、市場は形成しつつあるところだし、今後国土の大きさ、す

ごい勢いで成長する産業と経済、購買力が上昇している中国は

看過するには非常にもったいない市場で、今後ともさらにコミット

を加速していくというのが大半の見方だった。 

  ＮＥＣエンジニアリングが最近、１４万ー２７万円くらいのテレビ

会議システムの販売を開始したようで、まずは国内市場のみのよ

うだが、外国もいずれ視野に入れるのであれば、まさに中国を狙

ってみてはどうかと私は個人的に思った。現状この価格帯は「真

空地帯」であったため、私としては、市場の裾野を広がらせること

を考えた場合、この価格帯のテレビ会議を市場に投入することは

非常によい試みだと思う。日本でたとえば、テレビ電話は安いの

だとＮＴＴので６万から７万円だったと記憶してるが、その上のデス

クトップタイプで１０万円台、そこからローエンドのセットトップタイ

プの価格の定価で約８０万円の間には基本的になにもないのが

現状。 
 

廉価版のテレビ会議端末が市場の牽引車になりえる！？ 
 

  さまざまなブースを回ってみると、電気通信事業者などは、ＩＰ

ブロードバンドサービスのアプリケーションとして、ＩＰテレビ電話な

どを紹介していたが、そこに使われているのは台湾製のリードテ

ック社のＩＰテレビ電話だった（確か日本ではＮＴＴ－ＭＥが販売し

ていたと思う）。台湾のメーカーでは、リードテック以外にも最近日

本に進出してきた、ユニバーサル・インダストリアル社（日本では

ネーブルシステム）な

どは結構廉価なテレビ

会議システムを出して

きているし、イタリアの

アエスラ社もこのよう

な中国の廉価志向を

取り入れた製品もだし

ているため、今後中国

では当面廉価版のテ

レビ会議のマーケットがホットになってくるのではないかと感じた。  
 

ポリコム・ブースでは 
 

  ポリコム社のブースでは、ポリコムオフィスや最近でたＩＰＯＷＥ

Ｒ9000 シリーズなどが展示されていたが、周さんという北京をベ

ースに中国を担当しているセールスマネージャーにお話を伺う会

があった。周さんは、ポリコムが、チャイナ・ユニコム（電気通信事

業者）が 300 台のテレビ会議（ＶｉｅｗｓｔａｔｉｏｎＦＸやＶＳ４０００）を全

省に導入し、また、ＭＣＵ（多地点接続装置）、（多分アコードのＭ

ＣＵのこと）も各省に全て 34 台導入して社内で利用しているという

話を説明してくれました。このチャイナ・ユニコムは、今後はこのＭ

ＣＵの機能を社内利用だけでなく、有償のサービスとしても提供し

ていく。 

 また、周さんによると、現在外国製のテレビ会議システムを中

国に輸入した場合は、35％の輸入関税がかかるそうで、これがユ

ー ザ ー 価 格 に も 跳 ね 返 る た め 、 あ る 意 味で ポ リ コ ム ブ ー ス        

価格的に不利な面もありえるということを言っていた。今後は中国

のＷＴＯの加盟もあるため、徐々に下がっていくだろうとの見方を

周さんはしていた。ちなみにＦＸの中国での価格は、19 万 9500 元

からで日本円に直して、約 320 万円。日本での定価とあまりかわ

らない感じだ。 

アエスラ・ブースでは、公衆テレビ電話、初お目見え！ 
 

  イタリアのアエスラ社は、ここ10年間で11万台のテレビ会議を

全世界に販売しているメーカーだが、今回のＩＴＵではポリコムとこ

のアエスラが出展して

いた。アエスラは結構

中国市場で力を入れ

ているようで、北京な

どにアエスラ中国法

人があったり、組み立

て工場があったりと、

現地化を進めている。

同社は、今回のＩＴＵだ    

 アエスラ公衆テレビ電話           でなく、数ヶ月前の北京

でのＥＸＰＯＣＯＭＭや、９月の上海ＣｅＢＩＴにも出展して中国重視

は非常にはっきりしている。 

  アエスラはもともと、テレコムイタリアにＩＳＤＮ関係の計測器や

モデムなどを納めるメーカーとして発展してきたが、ここ 10 年ほど

テレビ会議を販売している。ブースでは、計測器だけでなくテレビ

会議システムも展示しており、今回の目玉は、公衆テレビ電話だ

った。この公衆テレビ電話は、中国のＴＺＴ社という会社との共同

開発。写真は、同社ロベルト・ギアマグリ氏が北京オフィスとテレ
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ビ電話でお話をしているところで、回線はＩＳＤＮの 128ｋｂｐｓを利

用していた。回線はＩＰも利用可能。回線の選択はテレビ電話のダ

イヤルボタンのところに、ＩＰやＩＳＤＮなどと書かれているのでそれ

で選ぶようになっている。 
 

ＩＰテレビ会議、ブロードバンド・インターネットのキラーアプリケー

ション？ 
 

欧米のテレビ会議メ

ーカーとしては、ポリコ

ム社とアエスラ社であ

ったが、中国のメーカ

ーの話の前に、出展し

ていた電気通信事業

者、たとえば、ハチソ

ン・グローバル・コミュ

ニケーションズや中国テレコム（写真上）などは、ソフトウエアベー

スのテレビ会議（電話）ソリューションを展示していた。どれも、い

わずもがなＩＰベースで、ソフトウエアは中国のソフトウエアハウス

で開発されたものとのこと。ブロードバンドというとストリーミングも

想起されるが、ストリーミングよりも、ＩＰテレビ会議のほうがより注

目を集めていたような感じであった。また、名前は忘れたが、香港

の企業も、ソフトウエアベースのＩＰテレビ電話を展示していた。あ

る担当者は、「ＩＰテレビ電話がやはり本命でしょう。」と熱っぽく語

っていたのが印象的だった。 

  また、ソフトウエア

ベースだけでなく、台

湾メーカー、リードテッ

クのテレビ電話も中国

テレコムのブース（写

真）などに展示され、

簡単にテレビ電話がで

きますよと説明員がア

ピールしていた。 
 
ハチソン・グローバル・コミュニケーションズのテレビ電話ソフト 

 

中国の多地点接続サ

ービス 
 

 中国では多地点接続

サービスは、外国企業

が純粋に事業として行

なえない法的な理由が

あるため、中国の地元の電気通信事業者がサービスを提供して

いる。ただ、冒頭でも述べたように、ＩＰテレビ会議しかおこなって

いないようである。ＩＳＤＮはインフラ的にはまだまだのようで、逆に

ＩＰネットワークの構築が急ピッチで展開されている現状を示して

いるのであろうか。 

  ポリコムで話を聞いた後に行ったチャイナ・ユニコム（左写真）

はブースでは、同社のサービスである多画面分割のデモを行なっ

ていた。画面の下に見える端末は、Huawei 社のテレビ会議、

ViewPoint。 

 また、会場では見かけなかったが、中国では、チャイナ・レイルコ

ムも同様な多地点サービスを提供しており、確認はできなかった

が、ＩＳＤＮとのゲートウエーサービスも、主なサービスであるＩＰテ

レビ会議多地点接続

サービスに加えて提

供されているようだ。

感じとしては、チャイ

ナ・レイルコム以外は、

純粋にＩＰテレビ会議

接続だけのようで、電

話会議やＩＳＤＮベー

ステレビ会議多地点

などは行っていないよ

うだ。今後中国国内

のインフラの整備によ

っては提供されるよう

になるのかもしれない

が、現時点で、会場で

話をいろいろな人に

聞いた範囲ではＩＰだ

けのようだ。 

 加えて会場では見かけなかったが、北京ユニコムも新たにＩＰテ

レビ会議を開始したようだ。中国では電気通信事業者が７社ある

と聞いたが、ある香港人によると、今サービスを開始していなくて

も、近い将来開始する可能性はある、最終的には全７社かＩＰテレ

ビ会議を行うかもしれないと言っていた。 

*Huawei のテレビ会議端末（写真下）、MCU（写真上） 

 

中国のテレビ会議メーカー、Huawei とＺＴＥ 
 

中国には、複数のテレビ会議メーカーがあるようだが、今回のＩ

ＴＵでは Huawei とＺＴＥが、テレビ会議製品を出展していた。

Huawei やＺＴＥは、テレビ会議専門のメーカーではなく、主要な製

品は交換機やネットワーク関連の機器が主な取り扱いだが、最近

はテレビ会議端末製品も自社開発しつつあるようで、中国では、
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この Huawei とＺＴＥが同国内のテレビ会議メーカーでは双璧と見

られているような話を聞いた。ただ、Huawei では、テレビ会議関

連の売上は、全体の売上の５％程度とまだまだ社内では主要事

業の位置づけではないようだ。 
 

しかしいずれにしても、Huawei、ＺＴＥとも今後力を入れていく

事業とはっきり言っていたので、近い将来面白い展開が市場で見

られるかもしれない。 

Huawei は、年間売り上げが 31 臆ドル、全世界 32 箇所に拠点

を持つ国際企業で電気通新関連の製品の開発、製造を行なって

いる。 

その中でテレビ会議開発製造している。単にテレビ会議端末

（ViewPoint）だけでなく、左写真の MCU（多地点接続装置、ブル

ーの筺体と上にちょこんと乗っている緑色のＭＣＵの２台）、ゲート

ウエー、ゲートキーパー、テレビ会議ネットワークマネージメントソ

リューションまで幅広く提供している。中国人のプロダクトマネージ

ャー ビクター・チュー氏（英語名刺）いろいろと説明してくれた。彼

はちょうど日本への出

張から帰ってきたとこ

ろで、日本のテレビ会

議市場にも参入を是

非したいと現在検討し

ているそうだ。 

  また、その後、ＺＴＥ

のブースにも行き、そ

こで海外市場担当の

張蓉氏に製品概要を

説明してもらったが、Ｚ

ＴＥも、テレビ会議端末

（左写真）、パソコンタ

イプのものから、ＭＣＵ、

ゲートウエー、ゲートキ

ーパー、テレビ会議ネ

ットワークマネージメン

トソリューションまで幅

広く提供している。また、

ＭＰＥＧ－２コーデック

や遠隔教育に特化し

たソリューションも扱っ

ている。 
 

同社は、Huawei と同

じくネットワーク系の交換機などが主な事業のようである。ここ最

近テレビ会議にも力をいれているそうで、すでにアメリカには同社

のテレビ会議端末のユーザーがいるそうだ。張蓉氏によると、「私

どもは、海外２０カ国で事業展開していますが、アメリカでは私ど

ものテレビ会議のソリューションを導入していただいているところ

がありますが、日本については未定です。」 
 

  ちなみに、ＺＴＥのＰＣタイプのテレビ会議の定価は、１万元（約

１５万円）、セットトップタイプが、11 万 5000 元（約 150 万円）、ＰＥ

Ｇ－２コーデックが、25 万元（約 300 万円）。 
 
ZTE 

（写真上）テレビ会議端末、（写真中央）MCU、（写真下）端末マネージメン

トソフトウエア 

 

ワールドコム・コンファレンシング・アジア 
 

ワールドコムは、今回のＩＴＵには参加していないが、電話会議、

テレビ会議、データ会議などの多地点サービスを提供する大手通

信会社ワールドコム・コンファレンシング・アジア、マネージング・

ディレクターのジェレミー・ヒルバーン氏、ワールドコム・コンファレ

ンシング・アジアの最高責任者に当たる人で、香港のオフィスにて

お話を伺う機会がもてた。彼によると、アジア太平洋地区では、オ

ーストラリアの電話会議サービスが今一番伸びているそうだ。日

本は、オーストラリア、香港、シンガポールに比べるとまだ電話会

議利用のボリュームが小さいようだが、最近は、特にインベスター

ズ・リレーション関係での利用が増えている様子で、日本市場もポ

テンシャルな面から見て有望な市場だと思うとおっしゃっていた。 

中国については、非常に興味を持ちつつ現在市場のポテンシ

ャル性など研究中とのこと。 

 また、今年から、日本のカントリーマネージャーとして、ローン・フ

ェゼック氏を起用。同氏は日本に１０年ほど住んでいるそうで、日

本語は達者。ローンフェゼック氏は、先月、ジェレミー・ヒルバーン

氏が、私が香港から帰国した翌週には来日したので、その際にワ

ールドコムジャパンのオフィスでお会いした。フェゼック氏からは今

後の対日市場におけるビジネス戦略についてお話を伺った。 
 

コンピュネティクス社 
 

テレビ会議にも対応しているが、特に音声会議を意識したＭＣ

Ｕ関係の製品を開発製造するアメリカのコンピュネティクス社は、

現在香港にオフィスを構えており、ソニア・スー氏、事業開発担当

マネージャーとして日々アジア各国へ飛び回り、忙しい日を送って

いる。彼女の上司は、ドン･コルディック氏で彼は今オーストラリア

を拠点に同じくアジア太平洋地区を飛び回っている。今回香港に

訪問するにあたり、ソニア・スー氏にコンピュネティクス社の、製品

http://www.hkeis.jp


Japanese/日本語 

 
 

CNA Report Special Edition 
BY Keisuke Hashimoto http://www.hkeis.jp 

5/5 

概要やビジネス戦略などを伺った。最近の話しだと、インスタント・

メッセンジャーを利用してＭＣＵをコントロールする仕組みを設け

たりしてユーザーフレンドリーなシステム開発を心がけているそう

だ。また、ハイエンドＭＣＵとして、Contex Summit もリリースし、こ

れは 9600 ポートまで対応する非常に大型な装置。この装置を利

用してサービスを提供することを考えているサービスプロバイダー

などを意識しており、また、音もハイクオリティを意識した機能とな

っているため、この Summit を利用した電話放送というのも可能

だ。 

コンピュネティクス社は、現在ＮＴＴ－ＭＥが日本での代理店にな

っている。非常に高機能で、安定性が優れたＭＣＵを開発しており、

アメリカの政府機関も利用しているくらい信頼性が高いシステムを

同社は開発、全世界に販売している。販売実績としては、２０カ国

に、15 万ＭＣＵポートをすでに設置している。アジア太平洋地区で

は、オーストラリアと香港にオフィスがあり、同地区で昨年は、ソニ

ア・スー氏によると 2500 ポート以上販売、今年 2003 年も電話会

議のニーズは増えると見ている。また、同氏によると、インドと中

国は、電話会議の“眠れる巨人”と見ていて、今後両国でも電話

会議は大きく伸びるとも予想している。日本市場も電話会議が伸

びていると同社では見ており、今後日本市場へのコミットメントも

増大させるようだ。 
 

(各社のホームページ) 
Polycom http://www.polycomasia.com 
Aethra   http://www.aethra.it 
Hutchison http://www.hgc.com.hk 
ZTE      http://www.zte.com.cn 
Huawei   http://www.huawei.com 
Worldcom http://www.worldcom.com/asiapac/ 
Compunetix http://www.compunetix.com 
 

（各社担当者）＊英語のみ 
Zhou Xiao Dong   zhou.xiaodong@polycom.com 
Roberto Giamagli   r.giamagli@aethra.it 
Corrado Mazzocato mazzocato@aethra.com 
Chung Wai, Tony  tonycw@hgc.com.hk 
Rong Zhang Zhang.rong@mail.zte.com.cn 
Victor Chu  chusinhui@huawei.com 
Jeremy Hilburn  hilburn.jeremy@wcom.com.hk 
Lorne Fetzek  fetzek.lorne@wcom.co.jp 
Don Kordick  kord@compunetix.com.au 
Sonia Soo  soniasoo@compunetix.com.hk 
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